
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

わいわい通信 
むつ市ファミリー・サポート・センター 会報 

第 25 号 2023 年 9月 発行 

むつ市ファミリー・サポート・センターは、育児の援助を受けたい人「おねがい会員」と、援助を行いたい人

「まかせて会員」と、両方を希望する人「両方会員」とが、それぞれセンターの会員となり地域で子育ての助

け合い活動を行っている会員組織です. 

① 6/8（木）子育て支援サービスの提供      センター長                      小川千恵 

② 6/8（木）子どもの栄養と食生活        むつ市子育て支援課 栄養士     竹森氏 

③ 6/13（火）心の発達とその問題        青森県スクールカウンセラー  山田まり子氏 

④ 6/13（火）子どもの遊び他          青森県スクールカウンセラー  山田まり子氏 

⑤ 6/20（火）救急救命講習                            大湊消防署 

⑥ 7/6（木）身体の発達と病気          どんぐりこどもクリニック    佐々木正人氏 

⑦ 7/6（木）小児看護の基礎知識         どんぐりこどもクリニック    佐々木正人氏 

 

日  時：2023 年 10 月 30 日（月）10:30～11:30 

場  所：ふれあいホームひろば 2 階（ファミリー・サポート・センター隣） 

参加定員：8 名 

託 児 料：無料 

託児場所：ファミリー・サポート・センター 

講  師：加藤栄子さん 

申込〆切：10/20（金）又は、定員になり次第受け付け終了 

申込み先：むつ市ファミリー・サポート・センター    

℡ 0175-24-0605 

      

会員交流会 ～藁
わら

でスワッグ作り～ 

2023年度 まかせて・両方会員研修会を開催しました 

スワッグとは 

ドイツ語で「壁飾り」の意味で、

花や葉、実などの植物を束ねて 

壁に掛ける飾りの事です。 
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事業受託先 ＮＰＯ法人 むつ下北子育て支援ネットワークひろば 

むつ市柳町 1-2-15 佐藤ビル 2 階 TEL 0175-23-7844      FAX 0175-34-0013 

メール info@npo-hiroba.org      ＨＰ http://npo-hiroba.org/  

病児預かり室「おひさまルーム」から 

感冒 50 件・胃腸炎 12 件・下痢症 2 件・結膜炎 3 件・中耳炎 1 件・ヘルパンギーナ 6 件 

  合計 74 件（2023.8.31 現在）                      

むつ市ファミリー・サポート・センター 

TEL・FAX 0175-24-0605 

病後児預かり室 おひさまルーム 

TEL 0175-31-0209 FAX 0175-24-0605 

0175-24-0605 

2023年度 おひさまルーム 利用状況  

令和 5 年４月より、おひさまルームは「病児預かり室」になりましたので 

熱が 38.5℃までであれば利用可能です。 

また、７月より「利用登録」「仮予約」がスマホまたはパソコンで受付が 

できるようになり、空き状況がわかるようになりました。 

むつ市役所のＨＰで「病児保育事業」を検索してください。 

どんぐりこどもクリニック情報では、新型コロナウイルス感染症が再び増加傾向にあり、他の

発熱・疾患も多数出ているという事です。 

今後も、油断することなく感染症への配慮を続けていきましょう 

ヘルパンギーナ 

乳幼児のあいだで流行する夏かぜの一種で、38～40℃の熱が 2～3 日続きます。のどの奥に 

小さな水ぶくれができ、痛いので食べられなくなります。ひどい時は水分も飲めなくなり、脱水

症状になることがあります。 

家庭で気をつけること 

食べ物：口の中が痛いときは、かまずに飲み込めるものを与えます。 

    プリン、ゼリー、アイスクリーム、冷めたおじや、とうふ、冷めたグラタンなどが良い

でしょう。 

水 分：十分に水分をとるようにしましょう。オレンジジュースなど酸っぱいものはしみます。

牛乳や麦茶、みそ汁、冷めたスープなどが良いでしょう。 

入 浴：高い熱がある時や元気がないとき以外は、かまいません。 

※口の痛みが強くて水分をあまり飲まない、高熱が 3 日以上続く、元気がなくぐったりしている 

時は、もう一度受診を!! 

病児保育事業 QRコード 

mailto:info@npo-hiroba.org

